
「 が ん 」 の 保 障 　 　 ≪ 生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ ａ ｙ ｓ （ デ イ ズ ） ≫

保 険 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は １ ０ 年 更 新 ） 　 　 　 契 約 年 齢 ： ０ 歳 ～ ８ ０ 歳 、                       　 　 　  生 き る た め の が ん 保 険 Ｄ Ａ Ｙ Ｓ （ ﾃ ﾞ ｲ ｽ ﾞ ） 　 ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン

ス タ ン ダ ー ド プ ラ ン 　 　 　 入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 の 場 合 ◆ 月 払 保 険 料 （ 団 体 取 扱 ）

初 め て 診 断 確 定 さ れ た と き が ん の 場 合 一 時 金 と し て 　 １ ０ ０ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 診 断 給 付 金 上 皮 内 新 生 物 の 場 合 一 時 金 と し て 　 　 １ ０ 万 円 ３ ５ 歳 ４ ５ 歳 ５ ５ 歳 ６ ５ 歳

入 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 入 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 男 性 ３ ， ６ ５ ６ 円 ５ ， ６ ０ ８ 円 ９ ， ３ ６ ０ 円 １ ５ ， １ ９ ０ 円

通 院 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 通 院 給 付 金 １ 日 つ き １ ０ ， ０ ０ ０ 円 女 性 ３ ， ７ ３ ４ 円 ５ ， ２ ７ ４ 円 ６ ， ８ ６ ４ 円   ９ ， ０ ４ ８ 円

手 術 し た と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 手 術 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

放 射 線 治 療 を 受 け た と き 　  　 放 射 線 治 療 給 付 金 １ 回 に つ き ２ ０ 万 円

抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た と き
抗 が ん 剤 治 療 を 受 け た 月 ご と に
１ カ 月 １ ０ 万 円 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 抗 が ん 剤 治 療 給 付
金

乳 が ん ・ 前 立 腺 が ん の ホ ル モ ン 療 法 の と き
１ カ 月 　 ５ 万 円

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ レ ミ ア サ ポ ー ト

◎ 詳 し く は 、 パ ン フ レ ッ ト （ 契 約 概 要 ） を ご 覧 く だ さ い 。

入 院 給 付 金 日 額 １ ０ ， ０ ０ ０ 円 　 定 額 タ イ プ 保 険 料
払 込 期 間 ： 終 身 （ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 は 1 0 年 更 新 ）

訪 問 面 談 サ ー ビ ス と 専 門 医 紹 介
（ こ の サ ー ビ ス は 、 株 式 会 社 　 法 研 が 提 供 す る サ ー ビ ス で す ）

＜ 募 集 代 理 店 ＞
ア ベ ニ ー ル 株 式 会 社

T E L ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 1 0 　 F A X ： 0 3 - 3 4 3 7 - 6 8 2 2

〒 1 0 5 - 0 0 0 4  東 京 都 港 区 新 橋 5 - 1 5 - 5 交 通 ビ ル 3 F

＜ 引 受 保 険 会 社 ＞  ア フ ラ ッ ク 　 東 京 第 三 法 人 営 業 部

〒 1 6 3 - 0 4 5 6
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1 - 1 　 新 宿 三 井 ビ ル

当 社 保 険 に 関 す る お 問 い 合 わ せ ・ 各 種 お 手 続 き

コ ー ル セ ン タ ー 　 0 1 2 0 - 5 5 5 5 - 9 5

( 2 0 1 1 年 4 月 1 日 現 在 ）

（ す べ て の 保 険 期 間
を 通 じ 通 算 ６ ０ ０ 万 円
ま で ）

＜ 抗 が ん 剤 治 療 特 約 ＞ の 更 新 後 の 保 険 料 は 更 新 時 の 年 齢 ・
保 険 料 率 に よ っ て 決 ま り ま す 。

A F 0 0 7 - 2 0 1 1 - 0 1 8 6 　 4 月 2 5 日

（ 上 皮 内 新 生 物 は 対 象 外 ）

４
月
６
日
は
、
三
島
駅
よ
り
三
島

研
修
セ
ン
タ
ー
に
通
じ
る
歩
道
に
て
、

横
断
幕
《
入
社
お
め
で
と
う
。
国
鉄

労
働
組
合
》
を
掲
げ
、
ビ
ラ
を
配
布

し
た
。
東
海
本
部
か
ら
渡
邉
委
員
長

が
参
加
、
川
畑
組
織
部
長
が
行
動
の

先
頭
に
立
っ
た
。
参
加
者
は
、
エ
リ

ア
本
部
か
ら
4
名
、
静
岡
地
本
10
名
、

名
古
屋
地
本
２
名
が
参
加
し
て
、
ビ

ラ
を
新
入
社
員
に
手
渡
し
た
。

４
月
13
日
の
行
動
で
は
、
時
間
を

繰
り
上
げ
て
宣
伝
行
動
を
行
い
、
多

く
の
新
入
社
員
が
ビ
ラ
や
資
料
を
受

け
取
っ
た
。
4
月
20
日
は
、
雨
の
中

で
の
行
動
で
、
資
料
を
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
入
れ
る
な
ど
の
対
処
を
し
た
。

今
年
の
行
動
は
、
ビ
ラ
配
布

も
好
調
に
進
み
、
国
労
の
存
在

を
知
ら
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て

い
る
。

こ
の
行
動
は
、
５
月
17
日
ま

で
行
わ
れ
、
そ
の
後
は
職
場
で

の
積
極
的
な
組
織
拡
大
行
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

（
報
告

静
岡
地
本

植
田
書

記
長
）

東
海
本
部
は
、
仕
事
総
点
検
運
動

を
通
じ
て
出
さ
れ
て
い
る
職
場
か
ら

の
要
求
の
獲
得
を
目
指
し
、
交
渉
と

職
場
３
大
要
求
運
動
を
取
り
組
ん
で

き
た
。

今
年
度
も
職
場
か
ら
の
要
求
作
り

と
し
て
、
組
合
員
対
象
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
。

職
場
で
の
要
望
や
疑
問
点
、
気
づ

い
た
こ
と
等
の
出
し
合
い
、
要
求
を

ま
と
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、
従
来

と
同
様
に
組
合
員
個
人
用
と
機

関
用
（
集
約
）
が
あ
る
。
特
に

分
会
活
動
が
重
要
で
あ
り
、
職

場
集
会
な
ど
を
開
催
し
、
組
合

員
の
み
な
ら
ず
職
場
全
体
の
要

求
を
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
な
ど

が
意
思
統
一
さ
れ
た
。

東
海
本
部
は
、
東
京
・
静
岡
・
名

古
屋
・
大
阪
の
４
地
区
で
オ
ル
グ
を

行
い
、
取
り
組
み
の
徹
底
を
は
か
る
。

【
東
海
本
部
オ
ル
グ
日
程
】

◎

静

岡

場
所
：
静
岡
地
本

５
月
７
日

15
時

◎

東

京

場
所
：
南
部
労
政

５
月
11
日
10
時
30
分

５
月
11
日
18
時
30
分

◎

名
古
屋

名
古
屋
国
鉄
会
館

５
月
12
日

13
時

◎

大

阪

場
所
：
甲
東
会
館

５
月
18
日
18
時
30
分

２０１２年４月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１７（１）

東海本部Ｅメールアドレス nru-tk-tky3@star.odn.ne.jp

国
労
東
海

国 鉄 労 働 組 合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー

15

ー

５

交
通
ビ
ル
４
階

発
行

責

任

者

渡

邉

良

成

編

集

責

任

者

細
木

義
孝

東
海
本
部
は
、
３
月
26
日
開
催
の
第
３
回
地
方
組
織
部
長
会
議
で
、

組
織
拡
大
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
お
こ
な
っ
た
。

新
入
社
員
へ
は
、
４
月
６
日
か
ら
継
続
的
に
週
末
行
動
を
行
う
こ
と

を
決
定
し
、
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

新入社員に国労資料を配布

職
場
か
ら
の
要
求
を

職
場
討
議
が
大
切

ジェィアール東海バス
ベアゼロ回答

４月27日、国労の春闘申入れに対

し、ジェィアール東海バスは、ベア

ゼロ、夏季手当は２．５カ月と回答

した。国労は、要求との乖離があり、

持ち帰り検討とした。

東
海
本
部
は
、
４
月
19
日
、
第
１
回
地
方
書
記
長
・
業
務
部
長
・
職
協

議
長
会
議
を
開
催
し
、
春
闘
の
中
間
総
括
と
２
０
１
２
年
・
労
働
協
約
改

訂
交
渉
に
向
け
て
の
要
求
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
意
思
統
一
を
は

か
っ
た
。
ま
た
、
「
平
成
24
年
度
・
会
社
諸
計
画
」
に
つ
い
て
も
意
思
統

一
を
行
い
、
要
求
集
約
に
は
い
る
。
（
東
海
本
部
指
示
25
・
26
号
）

宣
伝
行
動
を
展
開

協
約
改
訂
闘
争
！
職
場
か
ら
開
始

三島駅から研修センタまでの道で宣伝

国
労
を
印
象
付
け



２０１２年４月３０日（毎月15日、30日発行） 国労東海 ＮＯ３１７（２）
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偲
ぶ
会
は
、
成
瀬
さ
ん
が
心
魂
を

か
た
む
け
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
革
新

懇
運
動
の
な
か
で
交
わ
り
を
も
っ
た

各
界
の
方
た
ち
、
成
瀬
さ
ん
に
お
世

話
に
な
っ
た
方
た
ち
の
呼
び
か
け
で

催
さ
れ
た
。
成
瀬
さ
ん
の
業
績
と
人

柄
に
よ
り
会
場
に
は
３
７
０
人
が
集

ま
っ
た
。

こ
の
会
に
は
緒
方
靖
夫
日
本
共
産

党
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
大
黒
作
治

全
労
連
議
長
な
ど
各
界
を
代
表
す
る

方
々
が
多
数
参
列
し
、
ス
ピ
ー
チ
で

成
瀬
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
涙
と
笑
い
を
さ
そ
っ
た
。

争
議
で
闘
っ
た
労

働
者
・
労
働
組
合
を

代
表
し
、
後
藤
清
満

元
国
労
名
古
屋
地
本

委
員
長
が
、
Ｊ
Ｒ
発

足
前
後
の
状
況
を
ふ

り
か
え
り
、
成
瀬
さ

ん
の
力
添
え
へ
の
感

謝
を
述
べ
た
。

三
重
子
夫
人
は
、

闘
病
生
活
を
ふ
り
か

え
り
な
が
ら
、
静
か

に
息
を
ひ
き
と
っ
た

最
期
を
語
り
、
会
場

に
は
感
動
が
ひ
ろ
が

り
、
し
め
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま

れ
る
な
か
で
故
人
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
、
会
は
終
わ
っ
た
。

会
に
は
、
輿
水
元
委
員
長
を
は
じ

め
、
山
梨
前
委
員
長
、
渡
邉
委
員
長

や
東
海
本
部
・
名
古
屋
・
静
岡
地
本

の
元
役
員
が
参
列
し
た
。

成
瀬
さ
ん
は
、
戦
後
に
津
島
で
地

区
労
議
長
と
し
て
60
年
安
保
な
ど
、

歴
史
的
な
闘
い
の
先
頭
に
立
ち
、
若

く
し
て
津
島
市
議
会
議
員
と
な
り
、

愛
知
県
地
方
労
働
組
合
評
議
会
議
会

（
愛
労
評
）
役
員
か
ら
事
務
局
長
・

議
長
を
歴
任
し
た
。
１
９
７
３
年
に

は
、
社
会
党
と
共
産
党
の
共
闘
の
も

と
に
名
古
屋
市
の
本
山
革
新
市
政
誕

生
の
立
役
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
後
、
Ｊ
Ｒ

が
発
足
し
、
国
労
組
合
員
が
配
転
や

出
向
な
ど
で
差
別
さ
れ
、
弾
圧
さ
れ

る
も
と
で
、
成
瀬
さ
ん
は
愛
知
県
地

方
労
働
委
員
会
（
地
労
委
）
の
労
働

者
側
委
員
（
当
時
）
と
し
て
力
を
つ

く
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
犯
し
た
不
当
労

働
行
為
を
暴
き
出
し
、
地
労
委
の
救

済
命
令
を
か
ち
と
る
う
え
で
、
決
定

的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。

豊
か
な
経
験
と
知
識
、
そ
し
て
何

よ
り
も
庶
民
と
労
働
者
の
立
場
に
立

ち
、
不
正
を
許
さ
な
い
信
念
を
貫
い

た
方
で
し
た
。
私
た
ち
に
は
、
国
鉄

闘
争
、
国
労
の
闘
い
の
支
援
、
共
闘

組
織
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
多
大
な

る
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

成
瀬
昇
さ
ん
を
偲
ぶ
会
開
催

４
月
15
日
、
名
古
屋
市
内
の
日
本
ガ
イ
シ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、
昨
年
12

月
に
２
年
余
に
わ
た
る
闘
病
生
活
を
へ
て
亡
く
な
ら
れ
た
、
成
瀬
昇
さ

ん
を
偲
ぶ
会
が
開
か
れ
た
。
国
鉄
闘
争
に
ご
尽
力
戴
い
た
こ
と
か
ら
国

労
役
員
や
元
役
員
等
が
多
く
参
加
し
、
深
く
感
謝
し
て
冥
福
を
祈
っ
た
。

子ども手当に代わる新たな手当を2012年

度に創設するための改正児童手当法が30日

午後の参院本会議で、民主、自民、公明各

党などの賛成多数で可決、成立した。

手当の名称は、民主、自民、公明3党の合

意に基づき、4月から自公政権時代の「児童

手当」に戻される。

子ども手当は所得水準に関係なく給付し

ていたが、新手当では所得制限を設け、6月

から適用する。所得制限の対象は、夫婦と

子ども2人のモデル世帯で年収960万円以上。

夫婦と子ども1人の場合は同917万8000円

以上、3人だと同1002万1000円以上になる。

成
瀬
さ
ん
の
足
跡

改
正
労
働
者
派
遣
法
案
が
可
決
・
成
立

子ども手当が改正先
の
国
会
か
ら
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
た
改
正
労
働
者
派
遣
法
案
が
３

月
28
日
、
参
議
院
で
可
決
・
成
立
し

た
。今

回
の
改
正
を
め
ぐ
り
、
当
初
の

提
出
時
の
法
案
で
は
登
録
型
派
遣
お

よ
び
製
造
業
務
派
遣
の
原
則
禁
止
な

ど
事
業
規
制
強
化
に
向
け
た
改
正
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
昨
年
11
月

の
民
主
・
自
民
・
公
明
の
３
党
合
意

に
よ
る
修
正
で
こ
れ
ら
の
改
正
は
見

送
り
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
短
期
（
日

雇
い
）
派
遣
に
つ
い
て
も
「
日
々
ま

た
は
２
カ
月
以
内
の
期
間
」
の
契
約

を
原
則
禁
止
と
し
て
い
た
部
分
が

「
30
日
以
内
」
に
緩
和
さ
れ
る
な
ど

法
案
の
主
要
部
分
が
見
直
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
多
く
の
論
議
を
呼
ん
で
い

た
。
な
お
、
改
正
法
は
法
律
の
公
布

か
ら
６
カ
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
。

各界を代表する方々が成瀬さんとのエピソードなどを語る

国
鉄
闘
争
を
支
援
す
る

東
海
の
会
・
前
代
表


